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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成23年6月16日(2011.6.16)

【公表番号】特表2010-525325(P2010-525325A)
【公表日】平成22年7月22日(2010.7.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-029
【出願番号】特願2010-504170(P2010-504170)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｎ  15/14     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/64     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/47     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｎ  15/14    　　　Ａ
   Ｇ０１Ｎ  21/64    　　　Ｆ
   Ｇ０１Ｎ  21/47    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月8日(2011.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルソーターであって、
　流体媒体中の一つ以上のセルを受け取るのに適したセル入口と、
　前記ソーターへのバッファー溶液を提供するために前記セル入口に流体的に連結された
第一および第二のバッファー入口と、
　前記セル入口と前記第一および第二のバッファー入口とに流体的に連結された流体チャ
ンネルと、
　前記流体チャンネルに流体的に連結された第一の側方フローチャンネルと、
　前記流体チャンネルに流体的に連結された第一および第二の出力であり、前記側方フロ
ーチャンネルを下流に配置されている出力と、
　所定状態のセルを検知し、それに応じて信号を生成するのに適した検出器であり、前記
第一の側方フローチャンネルの上流に位置でセルを検知するように配置されている検出器
と、
　前記検出器に連結された、前記信号に応じて流体を前記側方フローチャンネル内に移動
させるように動作可能な空気圧力スイッチとを備え、
　それにより、所定状態のセルが検知されたときに、前記側方力スイッチが動作されて前
記セルを移動させるように前記セルへの側方力を提供し、前記セルが第一または第二の出
力内へ選択的に出るセルソーター。
【請求項２】
　前記第一の側方フローチャンネルから前記流体チャンネルの反対側で前記流体チャンネ
ルに流体的に連結された第二の側方フローチャンネルをさらに有している請求項１のセル
ソーター。
【請求項３】
　前記第二の側方フローチャンネル中の流体動作を制御するように動作可能な第二の側方
力スイッチをさらに有している請求項２のセルソーター。
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【請求項４】
　前記流体チャンネルを通る流体フローは層流である請求項１のセルソーター。
【請求項５】
　前記第一および第二のバッファー入口は異なる大きさである請求項１のセルソーター。
【請求項６】
　前記第一および第二の出力は異なる大きさである請求項１のセルソーター。
【請求項７】
　前記第一の出力は前記第二の出力よりも大きい容量の流体フローを有している請求項６
のセルソーター。
【請求項８】
　前記第一の側方フローチャンネルに連結された第一の空気圧バルブと前記第一の空気圧
バルブを動作させる時間制御信号を提供する制御システムとをさらに備えている請求項１
のセルソーター。
【請求項９】
　前記第一の側方フローチャンネルに連結された第一の空気圧バルブと、前記第一の側方
フローチャンネルに連結された第二のバルブと、前記第一および第二の空気圧バルブを動
作させる時間制御信号を提供する制御システムとをさらに有し、前記第二のバルブが開か
れたのち前記第二のバルブが閉じる前に前記第一のバルブが閉じられることを特徴とする
請求項２のセルソーター。
【請求項１０】
　前記第一の側方フローチャンネルに連結された第一の空気圧バルブと第二の空気圧バル
ブをさらに有し、前記第一のバルブは前記フローチャンネルに隣接して配置されており、
前記第二のバルブは前記第一のバルブに隣接して配置されており、さらに、前記第一およ
び第二の空気圧バルブを動作させる時間制御信号を提供する制御システムを有し、前記第
二のバルブが開かれたのち前記第二のバルブが閉じる前に前記第一のバルブが閉じられる
ことを特徴とする請求項１のセルソーター。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８７】
　前述の発明は、明晰と理解の目的のために例証と実例によってかなり詳細に説明したが
、発明の趣旨と要旨から逸脱することなく変更と修正をなし得ることはこの発明の教示か
ら通常の当業者には容易に明白であろう。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［１］セルソーターであって、
　流体媒体中の一つ以上のセルを受け取るのに適したセル入口と、
　前記ソーターへのバッファー溶液を提供するために前記セル入口に流体的に連結された
第一および第二のバッファー入口と、
　前記セル入口と前記第一および第二のバッファー入口とに流体的に連結された流体チャ
ンネルと、
　前記流体チャンネルに流体的に連結された第一の側方フローチャンネルと、
　前記流体チャンネルに流体的に連結された第一および第二の出力であり、前記側方フロ
ーチャンネルを下流に配置されている出力と、
　所定状態のセルを検知し、それに応じて信号を生成するのに適した検出器であり、前記
第一の側方フローチャンネルの上流に位置でセルを検知するように配置されている検出器
と、
　前記検出器に連結された、前記信号に応じて流体を前記側方フローチャンネル内に移動
させるように動作可能な側方力スイッチとを備え、
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　それにより、所定状態のセルが検知されたときに、前記側方力スイッチが動作されて前
記セルを移動させるように前記セルへの側方力を提供し、前記セルが第一または第二の出
力内へ選択的に出るセルソーター。
　［２］前記流体チャンネルに流体的に連結された第二の側方フローチャンネルをさらに
有している［１］のセルソーター。
　［３］前記第二の側方フローチャンネルは、前記第一の側方フローチャンネルから前記
流体チャンネルの反対側に配置されている［２］のセルソーター。
　［４］前記第一および第二の側方フローチャンネルは、互いに向かい合って位置決めさ
れている［３］のセルソーター。
　［５］前記第二の側方フローチャンネル中の流体動作を制御するように動作可能な第二
の側方力スイッチをさらに有している［３］のセルソーター。
　［６］前記流体チャンネルを通る流体フローは層流である［５］のセルソーター。
　［７］前記第一および第二のバッファー入口は同じ大きさである［５］のセルソーター
。
　［８］前記第一および第二のバッファー入口は異なる大きさである［５］のセルソータ
ー。
　［９］前記第一および第二の出力は同じ大きさである［５］のセルソーター。
　［１０］前記第一および第二の出力は異なる大きさである［５］のセルソーター。
　［１１］前記第一の出力は前記第二の出力よりも大きい容量の流体フローを有している
［１０］のセルソーター。
　［１２］前記第一の出力は前記廃棄物出力である［１１］のセルソーター。
　［１３］前記ソーターは、前記検出器と前記側方力スイッチを連結している制御システ
ムを有している［１］のセルソーター。
　［１４］前記セルは生物セルである［１］のセルソーター。
　［１５］前記セルは生物粒子である［１］のセルソーター。
　［１６］前記セルは自然有機粒子である［１］のセルソーター。
　［１７］前記セルは自然無機粒子である［１］のセルソーター。
　［１８］前記セルは人工有機粒子である［１］のセルソーター。
　［１９］前記セルは人工無機粒子である［１］のセルソーター。
　［２０］前記セルは、実質的に１００ｎｍから実質的に１００ミクロンまでの直径を有
している［１］のセルソーター。
　［２１］流体ソータースイッチングシステムであり、
　流体媒体を受け取るのに適した入口と、
　前記入口に流体的に連結された流体チャンネルと、
　前記流体チャンネルに流体的に連結された第一および第二の側方フローチャンネルと、
　前記第一および第二の側方フローチャンネルに連結された第一および第二の空気圧バル
ブと、
　前記流体チャンネルに流体的に連結された第一および第二の出力であり、前記側方フロ
ーチャンネルの下流に配置されている出力と、
　制御システムであり、前記第一および第二のバルブに連結され、前記第一および第二の
空気圧バルブを動作させる時間制御信号を提供する制御システムとを備えており、前記第
二のバルブ前が開かれる前に前記第一のバルブが開かれることを特徴とする流体ソーター
スイッチングシステム。
　［２２］前記第二のバルブが開かれたのち前記第二のバルブが閉じる前に前記第一のバ
ルブが閉じられることを特徴とする［２１］の流体ソーター。
　［２３］流体ソータースイッチングシステムであり、
　流体媒体を受け取るのに適した入口と、
　前記入口に流体的に連結された流体チャンネルと、
　前記流体チャンネルに流体的に連結された第一の側方フローチャンネルと、
　前記第一の側方フローチャンネルに連結された第一の空気圧バルブと、
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　前記流体チャンネルに流体的に連結された第一および第二の出力であり、前記側方フロ
ーチャンネルの下流に配置されている第一および第二の出力と、
　制御システムであり、前記第一のバルブに連結されており、前記第一の空気圧バルブを
動作させる時間制御信号を提供する制御システムとを備えている流体ソータースイッチン
グシステム。
　［２４］前記第二のバルブが開かれたのち前記第二のバルブが閉じる前に前記第一のバ
ルブが閉じられることを特徴とする［２５］の流体ソーター。
　［２５］マイクロ流体分析およびソーティングのための集積構造であり、
　カートリッジを備え、前記カートリッジは、
　　光学窓と、
　　複数の貯槽とを備え、前記貯槽は少なくとも、
　　標本貯槽と、
　　流体貯槽と、
　　廃棄物貯槽と、
　　ターゲット収集貯槽と含み、
　チップを備え、前記チップは少なくとも、
　　標本入口チャンネルであり、前記標本貯槽に流体的に連結されている前記セル入口チ
ャンネルと、
　　一つ以上の流体入口チャンネルであり、前記流体貯槽に流体的に連結されている前記
流体入口チャンネルと、
　　検出領域と、
　　枝分かれさせられたソーティング領域と、
　　廃棄物チャンネルとターゲットチャンネルを少なくとも有し、廃棄物チャンネルは前
記廃棄物貯槽に流体的に連結されており、前記ターゲットチャンネルは前記ターゲット収
集貯槽に連結されている少なくとも二つの出口チャンネルと、
　　前記光学窓に隣接して配置されているチップとを有し、
　蓋を備え、前記蓋は少なくとも、
　　空気圧力ポートであり、入口を有し、前記標本貯槽と前記流体貯槽の少なくとも一つ
に連結されている前記ポートと、
　　前記空気圧力ポートの前記入口と、前記標本貯槽と前記流体貯槽の少なくとも一つと
の間に配置されたフィルターと、
　　マニホールドであり、配管を介在することなく源から前記空気圧力ポートまで空気圧
力を連結している前記マニホールドとを有しているマイクロ流体分析およびソーティング
のための集積構造。
　［２６］前記標本貯槽は円錐形をしている［２５］のマイクロ流体分析およびソーティ
ングのための集積構造。
　［２７］前記標本貯槽は先細になっている［２５］のマイクロ流体分析およびソーティ
ングのための集積構造。
　［２８］前記標本貯槽はさらにインサートを有している［２５］のマイクロ流体分析お
よびソーティングのための集積構造。
　［２９］前記インサートはポリプロピレンインサートである［２５］のマイクロ流体分
析およびソーティングのための集積構造。
　［３０］前記蓋はプラスチックである［２５］のマイクロ流体分析およびソーティング
のための集積構造。
　［３１］前記蓋はアクリル酸プラスチックである［３０］のマイクロ流体分析およびソ
ーティングのための集積構造。
　［３２］前記蓋は、前記標本貯槽と前記流体貯槽のための別々の空気圧力ポートを有し
ている［２５］のマイクロ流体分析およびソーティングのための集積構造。
　［３３］前記蓋は、前記廃棄物貯槽のための空気圧力ポートを有している［２５］のマ
イクロ流体分析およびソーティングのための集積構造。
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　［３４］前記蓋は、前記ターゲット収集貯槽のための空気圧力ポートをさらに有してい
る［３３］のマイクロ流体分析およびソーティングのための集積構造。
　［３５］前記蓋は、前記廃棄物貯槽のための空気圧力ポートを有している［３２］のマ
イクロ流体分析およびソーティングのための集積構造。
　［３６］前記蓋は、前記貯槽への光学的アクセスを提供する［２５］のマイクロ流体分
析およびソーティングのための集積構造。
　［３７］前記蓋は、前記カートリッジに連結するスナップ方式のアタッチメントを有し
ている［２５］のマイクロ流体分析およびソーティングのための集積構造。
　［３８］前記フィルターは気体性である［２５］のマイクロ流体分析およびソーティン
グのための集積構造。
　［３９］前記フィルターは流体不透過性である［２５］のマイクロ流体分析およびソー
ティングのための集積構造。
　［４０］前記フィルターはポリプロピレンフィルターである［２５］のマイクロ流体分
析およびソーティングのための集積構造。
　［４１］硬化性接着剤が前記チップと前記カートリッジの間で配置される［２５］のマ
イクロ流体分析およびソーティングのための集積構造。
　［４２］前記接着剤はＵＶ硬化性である［２５］のマイクロ流体分析およびソーティン
グのための集積構造。
　［４３］前記チップと前記カートリッジの間にボンディングシートをさらに有している
［２５］のマイクロ流体分析およびソーティングのための集積構造。
　［４４］前記ボンディングシートは感圧接着剤である［４３］のマイクロ流体分析およ
びソーティングのための集積構造。
　［４５］前記チップへの光学的アクセスが前記光学窓を介しておよび前記チップの裏側
を介して提供される［２５］のマイクロ流体分析およびソーティングのための集積構造。
　［４６］前記標本貯槽は１０ないし３０マイクロリットルを収容するのに適している［
２５］のマイクロ流体分析およびソーティングのための集積構造。
　［４７］前記流体貯槽は５００～１，５００マイクロリットルを収容するのに適してい
る［２５］のマイクロ流体分析およびソーティングのための集積構造。
　［４８］前記蓋とカートリッジの間にガスケットをさらに有している［２５］のマイク
ロ流体分析およびソーティングのための集積構造。
　［４９］前記廃棄物貯槽は非ターゲット物質を収容する［２５］のマイクロ流体分析お
よびソーティングのための集積構造。
　［５０］前記廃棄物貯槽は超過流体を収容する［２５］のマイクロ流体分析およびソー
ティングのための集積構造。
　［５１］前記チップとカートリッジは二つの別々の構造を備えている［２５］のマイク
ロ流体分析およびソーティングのための集積構造。
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